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Change and Innovation

住友化学の事業紹介
～探究の先にあるかつてない世界へ～
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売上高

住友化学の現状

十倉 雅和

東京本社（東京都中央区）

大阪本社（大阪市中央区）

31,837人（2018年3月末）

連結子会社 178社

持分法適用関連会社 33社

21,905億円（2017年度実績）

1,338億円（2017年度実績）

30,687億円（2018年3月末）

売上高

純利益

総資産

従業員

201719501916 1920 1930 1940 1960 1970 1980 1990 2000 2010

（連単） 1978年度以降：連結 1977年以前：単独

日本
37%

アジア 39%

北米 17%

欧州 4%

その他 4%

地域別売上高比率

2017年度
売上高

21,905億円

関係会社

社長

本社
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SDGs
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５つの事業部門をもつ総合化学メーカー

ポリエチレンなどの

多様な石油化学製品

医療用医薬品

農業用殺菌剤・殺虫剤

液晶関連部材

電池材料（セパレータ）
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医薬品

23%

ｴﾈﾙｷﾞｰ・

機能材料

11%
情報電子化学

17%

健康・農業

関連事業

16%

石油化学

31%

その他

3%

電池材料（セパレータ）

２０１７年度

2兆1,905億円

スペシャリティケミカル ディスプレイ関連部材
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2016～18年度 現状の事業ポートフォリオ

石油化学

投下資本とROI（２０１８年度予想）
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各事業の紹介
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農薬事業

世界の大手農薬各社の売上高の比較 世界の大手農薬各社の現在有効な特許件数の比較

 世界の大手農薬各社の中で、グループ順位は売上高５位（国内ではトップ）

 現在有効な特許件数はベスト３

（出所）売上高： Agbioinvestor 特許発行件数:DWPI

ライフサイエンス
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B2020

2020年～

事業化が進んでいる大型化合物

A2020

次世代雑草防除体系

用除草剤

（Bayer（旧Monsanto)

と提携）

農業用植物成長調整剤

農業・家庭防疫用

ボタニカル殺虫剤

農業用殺虫剤

混合剤・新製剤・バイオラショナル製品等

農薬地域別の売上構成

ライフサイエンス 農薬事業

農薬の開発パイプライン

10

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17

その他 アジア 欧州 北米 日本

（百万ドル）

2011年までは暦年、2012年以降は会計年度

農業用殺菌剤
（Bayerと提携）

農業用殺菌剤
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農業用殺虫剤
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コメ事業の概要

種子提供
農薬・肥料提供

土壌分析・栽培指導・履歴管理等サービス 提供 全量買取

・販売

コメの生産（委託・契約産地）

コメ事業の展開
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ライフサイエンス

従来の育種法

良食味 多収

品種B

新品種育成期間 10～15年

新品種C

多収で良食味 新品種育成期間 3～5年
マーカー

良食味

新品種の開発・提供（DNAマーカーを使った高速育種技術） ※遺伝子組み換えではない

販売先

外食産業

コンビニ

等

住友化学グループの役割

品種A

DNAマーカー育種法

品種A 品種B
多収

マーカー
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医薬品事業ライフサイエンス

ラツーダ

（非定型抗精神病薬）
トレリーフ

（パーキンソン病治療薬）

（億円）
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（FY）

再生・細胞医薬分野の事業化計画

再生・細胞医薬製造プラント

（SMaRT）が竣工

再生・細胞医薬分野

慢性期脳梗塞 加齢黄斑変性

パーキンソン病 網膜色素変性

脊髄損傷

米国で販売 日本で販売
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リチウムイオン二次電池部材

 セパレータ

 正極材

 高純度アルミナ

タイヤ関連

 レゾルシン（タイヤ）

 S-SBR

当社の自動車用途向けの製品

 アルミニウム

エネルギー・機能材料部門の製品

樹脂

 PP

 PPコンパウンド

 PMMA

 ABS樹脂

 EPDM

高成長が見込める事業

スーパーエンプラ

 PES（エンジン、トランスミッション関連部品）

 LCP（外板、パイプ関連部品、リレー用途）

石油化学部門の製品

自動車関連製品 全社売上高 約2,000億円（2017年度）

 電着塗料

環境・エネルギー
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アラミドコーティングセパレータの優位性

住友化学 セパレータ パナソニック 二次電池 電気自動車メーカー 高級EV

エネルギー・機能材料事業（セパレータ事業）

走行可能距離の
長距離化（電池
の高容量化）

充電・放電時の
エネルギー容量
が高い

安全性確保

ユーザーニーズ 高容量電池の特性 部材への要求

電気自動車用の電池・部材への要求

環境・エネルギー

エコカーの市場推移

耐熱性
（安全性）
が高い

軽量
粉落ち
がない

1.9 2.6 3.3 4.2 0.3 
0.7 

1.4 
2.7 

0.6 
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2.2 

4.1 
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8.0

10.0

12.0

14.0

2016 2018 2020 2025

HEV PHEV EV

（百万台）

（出所）富士経済 「エネルギー・大型二次電池・材料の将来展望 2017

―次世代環境自動車分野編―」
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有機ELディスプレイ市場と当社製品ICT
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スマートフォン用有機ELパネル
需要見込み（百万枚）

有機ELディスプレイ関連部材の販売増加を見込む

スマートフォンの技術トレンドと当社製品

2018年度 2019年度以降

技術
トレンド

フルスクリーン フレキシブル

当社製品

• タッチセンサー
パネル（ガラスタイ
プ・フィルムタイプ）

• 円偏光フィルム

• 液晶塗布型
偏光フィルム

• ウィンドウフィルム

• 液晶塗布型
偏光フィルム

• フレキシブル
タッチセンサー

（出所）Data based on IHS Markit, Technology Group, Display Long-term Demand Forecast Tool, Q4 2017. 

Results are not an endorsement of Sumitomo Chemical. Any reliance on these results is at the third party’s own risk. Visit technology.ihs.com for more details.
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石油化学事業（グローバル展開）

資本コストを上回る収益力を目指すコスト優位の確立と資産効率改善に注力

特徴
マザー工場・マザー研
究所として技術・製品・
ノウハウの発信拠点

日本

特徴
優良顧客を有する高付
加価値戦略の拠点

シンガポール

特徴
安価原燃料によるコスト
競争力の高い収益拠点

サウジアラビア

（単位：千トン）

シンガポール
1,090

サウジアラビア
1,600

拠点別エチレン生産能力

日本
456

生産能力合計
3,146千トン

石油化学

16
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石油化学事業（ペトロ・ラービグ）

概要

 所在地 サウジアラビア王国ラービグ

 設立 ２００５年９月

 事業内容

石油精製・石油化学製品の製造・販売

● 持株比率 住友化学 ３７．５％

サウジアラムコ社 ３７．５％

 総工費 第一期 約１００億USドル

第二期 約 ９０億USドル

 売上高 約91億USドル（２０１７年度）

 第二期 全設備が完成し、試運転中

★

石油化学

―世界最大規模の石油精製・石油化学プラント―

17
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中期経営計画
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２１世紀からの経営戦略

三大課題

大型投資実施

超円高
景気後退

収益低迷
財務体質悪化

石化事業抜本的競
争力強化

ライフサイエンス
クリティカルマス確保

新規事業の育成

財務基盤強化

事業構造改善

次世代事業 早期戦列化

キャッシュ・フロー創出力強化

次世代事業 早期戦列化

Change & Innovation

Create New Value
Change & Innovation

事業ポートフォリオ高度化

Phase 1 Phase 2

2000年 2008年 2013年 2016年 2019年

Management by Phase

次期中期へ
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共通

情報電子化学部門
 タッチセンサー増強（約90億円）

 半導体材料工場新設・能力増強

 フレキシブルディスプレイ材料

エネルギー・機能材料部門

 セパレータ生産能力 増強 （約250億円）

 正極材本格進出（約70億円）

主な設備投資・投融資

医薬品部門

 パーキンソン病治療薬買収（約635百万ドル）

 血液がん治療薬等買収（約780百万ドル）※

健康・農業関連事業部門
 メチオニン増強（約500億円）

 インド農薬会社買収（約139億円）

 研究開発拠点拡充（約100億円）

 豪農薬会社買収

石油
化学 ２０１６～１８年度

設備投資・投融資予想

（意思決定ベース）

約6,900億円

スペシャリティケミカル

２０１６～１８年度 設備投資・投融資の見通し（部門別）

※開発・販売マイルストン含む
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2015年度
(実績：日本基準）

2016年度
（実績：IFRS基準）

2017年度
（実績：IFRS基準）

2018年度
（予想：IFRS基準）

2018年度
（計画：IFRS基準）

売上高 21,018 19,391 21,905 24,900 25,400

営業利益 1,644
1,845

（コア営業利益）

2,627
（コア営業利益）

2,400
（コア営業利益）

2,400
（コア営業利益）

（持分法投資損益） 202 422 553 500 290

経常利益 1,712 ー ー ー ー

純利益 815 765 1,338 1,300 1,100

（億円）

ナフサ価格 ¥42,800/kl ¥34,700/kl ¥41,900/kl ¥47,000/kl ¥45,000/kl

為替レート ¥120.15/$ ¥108.34/$ ¥110.85/$ ¥110.00/$ ¥120.00/$

中期経営計画の経営目標
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2015年度
(日本基準）

2016年度
(IFRS基準）

2017年度
（IFRS基準）

2018年度
（予想：IFRS

基準）

2018年度
（計画）

目指す姿

自己資本
利益率

（ROE）
11% 10% 15% 13% 12%

10%

以上

投資収益率
（ROI)

6% 6% 9% 7% 7%
7%

以上

負債資本
倍率
（DEレシオ）

0.8倍 0.8倍 0.7倍 0.7倍

0.6～
0.7*1

倍

0.7倍
程度

配当性向 28% 30% 27% 28% 非開示
30%

程度
*1: 戦略的M&A枠による投資後

以下を

安定して達成

経営管理指標
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配当方針

（年度）

株主還元を経営上の最重要課題の一つと考え、各期の業績、配当性向ならびに将来の事業展開に必要な
内部留保の水準等を総合的に勘案し、安定的な配当を継続することを基本としております。
中長期的には配当性向30％程度を安定して達成することを目指しております。

23

配当
性向 32.9 31.9 28.9 20.5 18.2 21.1 31.4 ― 67.3 60.6 263.3 ― 39.8 28.2 28.1 29.9 26.9 27.7

予想
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株価推移
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日経平均株価（左軸） 住友化学（右軸）
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最後に ～持続的な成長に向けて～
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住友化学のDNA

住友の事業精神 住友化学の始まり

1913年、銅の製錬の際に生じる有害な排出ガスから
有益な肥料を製造し、煙害問題の解決に取組み環
境問題の克服と農産物の増産をともにはかることか
ら誕生しました。

農産物増産環境問題

亜硫酸ガス
（排出ガス）

過燐酸石灰
（肥料）

技術 知恵 情熱 使命感

第1条
わが住友の営業は信用を重んじ確実を旨とし、
もってその鞏固隆盛を期すべし。

第2条

わが住友の営業は時勢の変遷、理財の得失を計
り、弛張興廃することあるべしといえども、
いやしくも浮利にはしり軽進すべからず。

（じりりた こうしいちにょ）

事業は自ら利益を得るものであるとともに、
社会に対しても利益あるものでなければならない

営業の要旨

自利利他 公私一如

住友化学のDNA
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住友化学の目指す姿

当社の強み

挑むべき課題

（事業機会）

 技術を基盤とした新しい価値の創造に常に挑戦

 事業活動を通じて人類社会の発展に貢献

 活力にあふれ社会から信頼される企業風土を醸成

経営

理念

Quality of Lifeの向上
（豊かでやさしい社会実現）

 環境問題  資源・エネルギー問題 食糧問題

 健康増進

社会課題の解決

 心地良い暮らし

革新的な技術による

新たな価値創造を通じた持続的な成長の実現

幅広い技術基盤を活かした

ソリューション開発力

グローバル市場

へのアクセス

ロイヤリティの高い

従業員
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Creative Hybrid Chemistry
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住友化学 会社資料紹介

住友化学レポート 2018

インベスターズハンドブック 2018 サステナビリティ・データブック 2018

http://www.sumitomo-chem.co.jp/ir/library/annual_report/

http://www.sumitomo-chem.co.jp/ir/library/investors_handbook/ https://www.sumitomo-chem.co.jp/csr/report/
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住友化学 会社資料紹介

住友化学ＨＰ 問い合わせフォーム

https://www.sumitomo-

chem.co.jp/cgibin/toiawase_seihin/form.cgi

イラストで紹介！
工場見学
http://www.sumitomo-

chem.co.jp/ir/individual/

tour/

http://www.sumitomo-chem.co.jp
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注意事項

本資料に掲載されている住友化学の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち歴史的事実

でないものは将来の業績等に関する見通しです。これらの情報は、現在入手可能な情報から

得られた情報にもとづき算出したものであり、リスクや不確定な要因を含んでおります。実際

の業績等に重大な影響を与えうる重要な要因としては、住友化学の事業領域をとりまく経済

情勢、市場における住友化学の製品に対する需要動向、競争激化による価格下落圧力、激し

い競争にさらされた市場において住友化学が引き続き顧客に受け入れられる製品を提供でき

る能力、為替レートの変動などがあります。但し、業績に影響を与えうる要素はこれらに限定

されるものではありません。


